
可
制
小
説
巻
十

O 

拠皇i p の寺常4有之器商末S司書場H之信長量共脚n附でてせ直幸i る，，b ap E F a E E E b 

寺詰P向豊富費Z信長右寺恒聖夜智紋んヨ嘗T 芸羽量E 名F 

警告聖書候E f 

a 省て寺笠寺害苦笹k いふの等量聖て寺西通宣棲T 困自内て州隠せd あむるし主伝軍基車方大@ Sj事手時赴命τ 喜宅押寄せ是亨院に向E前へたプ此目じをめよし値。L E セA I 議事擁社喜御之草野寺西か終Z T 喜屋む事

開詑置胃手輩書候叱4な品5 ほ伺列の"んるにらL 誌寸E 

空開時治右末催克宇t 大鎗f前4犯τ 参乞t E 

聖街f 都誠会壁土援合帯七武書或職定K 花 喜斬量音量i 星春院大甥宅寺右間勘兵西諭人

-友銀〆E御司候都金設去然E 漉華民讐哉京館長z書司u採@ 危まEJはと，R F h 手g z E 
書き霊童E Z 信器量器

得也事童書量管也而s弓是忠信ム取t 

霊街候理Z高! 退季調前最高n E光主先侍最限附省停' 

草原，2修名前オ華麗利仁将軍の詰務地云事由不堪港闘KτHとK κ りるピし定まドr E 民与S哩jC 

調本z 重毒軸久Z手駒越首箆位昆が怠此由今闘松る劇Lし抗修と定E 。a 

て 1抱公在草P穴fn- 1tu弟相正玄pEー り 糾院I や 人 合部唱正関 ー と を 柴初
喜 一 つう 道古州=~i'=・ 0 組んら撰は文 金、給じ 思ひ
の 妙 J年L 人 が浦 ー切込古l へ云t問 悶郎様ふ止首
事 小 公 月 も 1J!の 献 如に文腐。れま且11
あ霊の 日 う 腸挫 で》を水元 寺赴凶を な
p zた あ tc が 如常本 IC りど
。の る り ・ま図水のあ 。も
或 時 o ~ て Ir:和陸鐙:!l!り さい
夜 ・ 三人 扱んの 林姶 し不てと

共金 浦も 死 め 海 五3 可道E るのあ元本 背後と

寺津 金道於古 土 のい 。後り。 しにな
へ按 鰐 期寺 l亡 貝 t北氏既 のて寺 由る
賊 下 よ 陀 と 命は E本おE京鑑都SすE ll 凶
入 の 砕臨云 じ泉 主を
‘制11 てて寺 てE!Iよ ば 告す。

位 寺 '此後 、 あ 、のり也。 。

持 の 披回は 歌 ho おtし苦袋 、 興是宗徳正公五
iE続 内 も問EE叫 K 右小 が3ユf言ε 7 殺と 此 仰の悶

殺 後 の しに てて鑑 葉 原 也。 f臣をE 
せ佐 土 て三 行回詐今。 あ 長殺幸子
りの れく 年月前道日 とつ
。議 せ 何貝 かと
閃に を寸 し 鑑京ひ せの
宿 就 百己が め と の ん 都

一尺つは よ入の 1人並味候じ幡図駄て術中小止 fを田中長。'J宿のの尺許ぷ 、 す 、 憐 可 可時 の執イ什

許 とし 幡 因。 薮 tr: I't:致得3l< へ致lJlg 術 政 一
の申候申 殊白候有と H中H。 是へ 云良村 人
傷 に はの nn て‘ . o:: i.よ 。 あ
K4j Hfhl 何外 ifl段止 、f之l定o 、 殿 い拷間E て共外和j図り。

袋 、 企のて命 現肱図 主 章主す 者昨
へ そ上 候古申老 御機目立は b左E目 的桜‘怖 し のと 是
は・れ似ー も DjJ 1~; r味吟 合も と 4芸 能も味は

陀 妹如iらは の 仰は は不 す 頂
鉢 て・とに 候るピの 111て せど 不知賊。長E 
へ同モ御て 。べ平連時脊妙合目出ら ・ 干了 従航目
い類れ ~{;: =図し 凶 そー早公候安由11 候入故 さ
らとが K 一 て と 可 友不 i主題 ー

由'I'合付住t手回Uy叡姐'I'設放自 幡候申る 参器岡M 相て 山 尺

と俄励。 兵 壁 l 知宮市 、主古兵事之云 ・不 悶 枯I候は是可 τ起

i iiiτ2宣伝長陶t初i 芸片翁言lz 
之 た 0 感 官へ 何 泉悦 1!!~ 躍 在 侠 す
告「る右候 、往の 問釘i 、理 の儒へ陀。
也 E のて さて乎候 日月の津は俗也ば'I:tl此

。と {S什t 'て共言趣 同は の 日 紋 へ此類同 。虫此n る 事金
モ也 肝E 伺l も~ rJ.t叉陀腕俄合 滞兵1 1ft 0 

れ。- 1i: I't: 不{昨 日芹吟存 り、 κ 頭同部

可
税
小
既

巻
十

O 




